
     令和４年度 １人１台端末の活用による実践事例  

学 校 名  岡山県立岡山操山高等学校 

実践者等  福田悠介 実践日  令和４年５月２日 

実践場面  

（教科・科目（単元名）、学校行事等） 

数学Ⅱ（図形と方程式） 

対象生徒（学年等）  普通科２年 

育成を目指す資質・能力  ■知識・技能 ■思考力・判断力・表現力等 □学びに向かう力・人間性等 

分類 授 業 中 ■クラウドやアプリの活用 □デジタルデータの保存 ■思考やデータの可視化 

□データの共有や共同編集 □対話を充実させる活用 □思考を促す活用 

□表現を充実させる活用 □課題のやり取りと評価の支援 □効率化や省力化 

□その他（ ） 

家庭学習  ■振り返り □探究 □反転学習 ■補習・定着  

実践の内容総合教育センターが作成している教育の情報化ユニット研修プラス＜授業づくり編＞、「Unit＋04」参照 

【授業】  

（１）前時の復習、宿題の確認、解説 

（Jamboard で） 

・宿題は板書せず、Jamboard 上で解かせてお

く。 

 

（２） 応用例題を解説する。（Kami で黒板スク

リーンに写しながら） 

「点 Qが𝑥2 + 𝑦2 = 4上を動くとき、点 A(4，

0)と点 Qを結ぶ線分 AQ の中点 Pの軌跡を

求めよ。 
端末を効果的に活用した場面に  

（３）グラフ描写アプリ（GrapesLight）を用いてグラフを提示し、生徒にも入力させ

る。その後、練習問題を解かせる。 

 

・Classroom 上にアドレスを配信し、それを利用して入力させる。 

・数値を変えてみるとどうグラフが変化するかについてもやってみさせる。下 

 

（４）本時の振り返り  

・Forms に、本時の理解度や気付きを入力させる。  

【本時と家庭学習との連動】  

（本時前）宿題の担当者は Jamboard に解答を書き込んでおく。 

（本時後）授業中に理解が不十分であった生徒は、Jamboard を参考にして理解を深め

る。  


